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天文学において 100 keVから数MeV のガンマ線は、ガンマ線パルサー、超新星爆発での元素合成、ブラック
ホール近傍でのイオン衝突など銀河系内の高エネルギー現象に加え、ガンマ線バーストや活動銀河核での粒子加
速のプローブとなる重要な波長帯である。この波長帯では 1990年代にCOMPTELが活躍したが、宇宙線と衛星
本体の相互作用により検出器近傍から大量のバックグラウンドが発生し、また、ガンマ線のイメージング技術的
難度が高く、発見された定常天体は約 30個に留まっておりほぼ未開拓の領域である。我々は、ガンマ線検出媒体
としてガスを用いた電子飛跡検出型コンプトンカメラ (ETCC)を提案し、人工衛星によるMeVガンマ線全天探
査を目指している。ETCCは Compton散乱を完全再現し光子毎に到来方向を決定でき、ガス中でのエネルギー
損失率を用いた粒子識別と合わせ、高いバックグラウンド除去性能を持つ。我々の ETCCは連続ガンマ線に対
して高い感度を発揮でき、3 strもの広視野を持つ全天探査に有利な検出器である。人工衛星搭載への最初のス
テップとして、2006年に小型ETCCでの気球実験 (SMILE-I: Sub-MeV gamma-ray Imaging Loaded-on-balloon
Experiment-I)を行い、上空での動作実証、宇宙拡散ガンマ線および大気ガンマ線の検出に成功している。現在
我々は、MeVガンマ線天体撮像能力の実証のため、第二次気球実験 SMILE-II計画を推進中である。大型 ETCC
の開発およびシステムの刷新を行い、観測感度は SMILE-Iの 10倍以上に到達した。本講演では、SMILE計画の
進捗状況に加え、気球実験 SMILE-IIで期待される検出可能天体と物理について報告を行う。


